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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカーユニットを含む１対のハウジングと、
　耳を囲んで頭部に接触する枠、及び該枠と前記ハウジングとを接続するとともに前記耳
を覆い、前記耳に対して通気性を有する接続部を含む耳収容部と、
　前記１対のハウジングを互いに接続するアームと、
　を有し、
　前記枠の各頂点のうち少なくとも２点は、同一平面上に位置しない、ヘッドフォン。
【請求項２】
　前記接続部は、前記ハウジングの中央部分で該ハウジングに接続される、請求項１に記
載のヘッドフォン。
【請求項３】
　前記接続部は、前記ハウジングと対抗する面が凸形状を有し、該凸形状の先端部分が前
記ハウジングに接続される、請求項１又は２に記載のヘッドフォン。
【請求項４】
　前記ハウジングは、前記耳収容部と対向する面が凸形状を有し、該凸形状の先端部分が
、前記接続部の前記先端部分に接続される、請求項３に記載のヘッドフォン。
【請求項５】
　前記耳収容部又は前記ハウジングの前記先端部分において、前記アームが接続される、
請求項３又は４に記載のヘッドフォン。
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【請求項６】
　前記接続部は、略均一に複数の孔又は開口を有するメッシュ構造を含む、請求項１乃至
５いずれか一項に記載のヘッドフォン。
【請求項７】
　前記孔又は前記開口は、前記接続部の全周位に対して略均一に設けられる、請求項６に
記載のヘッドフォン。
【請求項８】
　前記耳収容部は、複数の三角形のリブ構造を有し、
　前記ヘッドフォンが装着される場合、少なくとも一の三角形のリブ構造の隙間から、前
記耳が突出する、請求項１乃至７いずれか一項に記載のヘッドフォン。
【請求項９】
　前記ハウジングは、
　音信号を受信する無線通信部を含み、
　前記スピーカーユニットは、
　前記音信号に基づく音を出力する、請求項１乃至８いずれか一項に記載のヘッドフォン
。
【請求項１０】
　前記スピーカーユニットは、
　平面状であり、指向性を有するスピーカーユニットである、請求項９に記載のヘッドフ
ォン。
【請求項１１】
　前記無線通信部により受信された発光制御信号に基づき発光する発光部をさらに有する
、請求項９又は１０に記載のヘッドフォン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘッドフォンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オープンエア型のヘッドフォンが知られている。例えば、オープンエア型のヘッ
ドフォンは、例えばハウジングに所定の孔が多数形成され、この孔を通じて、ヘッドフォ
ンから出力する音が周囲の人に聞こえたり、外部の音が装着者に聞こえたりするようにな
っている（例えば特許文献１、２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－１３０６９６号公報
【特許文献２】特表２００２－５３６８９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のオープンエア型のヘッドフォンでは、イヤーパッド、及びスピー
カーユニットなどが耳全体を覆ってしまい、密閉している空間内に耳が存在することにな
る。よって、長時間ヘッドフォンを装着すると、密閉空間内において耳全体の通気性が悪
くなり、蒸れが発生し、耳に汗をかく可能性が高い。そうすると、装着者は、耳に対して
次第に不快感を覚えるようになり、ヘッドフォンを長時間装着することができなかった。
【０００５】
　そこで、本発明は、装着時に耳の通気性を良くし、長時間の装着を可能にするヘッドフ
ォンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明の一態様におけるヘッドフォンは、スピーカーユニットを含む１対のハウジング
と、前記１対のハウジングに接続されるアームと、耳周辺の頭部に接触される枠、及び該
枠と前記ハウジングとを接続する接続部を含み、該接続部は、前記耳を覆い、前記耳に対
して通気性を有する、耳収容部と、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、装着時に耳の通気性を良くし、長時間の装着を可能にすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態におけるヘッドフォンの正面図である。
【図２】第１実施形態におけるヘッドフォンの上面図である。
【図３】第１実施形態におけるヘッドフォンの側面図である。
【図４】耳収容部、ハウジングの内側から見た拡大図である。
【図５】ハウジング内の構成の一例を示す図である。
【図６】第２実施形態における配信システムの構成の一例を示す図である。
【図７】第２実施形態におけるヘッドフォンの機能構成の一例を示す図である。
【図８】第２実施形態における情報処理装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図９】第２実施形態における情報処理装置の機能構成の一例を示す図である。
【図１０】ヘッドフォンを制御するアプリケーションを情報処理装置で起動させたときの
ホーム画面の一例を示す図である。
【図１１】イベント作成画面の一例を示す図である。
【図１２】イベント画面（その１）の一例を示す図である。
【図１３】イベント画面（その２）の一例を示す図である。
【図１４】イベント画面（その３）の一例を示す図である。
【図１５】イベント画面（その４）の一例を示す図である。
【図１６】送信側の楽曲配信処理の一例を示すフローチャートである。
【図１７】受信側の楽曲受信処理の一例を示すフローチャートである。
【図１８】イベント作成に関する処理の一例を示すフローチャートである。
【図１９】イベント参加に関する処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０】イベントにおける楽曲の再生処理の一例を示すフローチャートである。
【図２１】第３実施形態におけるヘッドフォンの正面図である。
【図２２】耳収容部の正面図である。
【図２３】耳収容部の右側面図である。
【図２４】耳収容部と耳との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。ただし、以下に説明する実施形
態は、あくまでも例示であり、以下に明示しない種々の変形や技術の適用を排除する意図
はない。即ち、本発明は、その趣旨を逸脱しない範囲で種々変形して実施することができ
る。また、以下の図面の記載において、同一または類似の部分には同一または類似の符号
を付して表している。図面は模式的なものであり、必ずしも実際の寸法や比率等とは一致
しない。図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていること
がある。
【００１０】
　［第１実施形態］
　以下、第１実施形態におけるヘッドフォンの一例を、図面を用いて説明する。
【００１１】
　＜ヘッドフォンの形状＞



(4) JP 6488374 B2 2019.3.20

10

20

30

40

50

　まず、図１～３を用いて、第１実施形態におけるヘッドフォンの形状の一例について説
明する。図１は、第１実施形態におけるヘッドフォン１の正面図である。図２は、第１実
施形態におけるヘッドフォン１の上面図である。図３は、第１実施形態におけるヘッドフ
ォン１の側面図である。
【００１２】
　図１～３において、ヘッドフォン１は、一対の耳収容部１０Ａ、１０Ｂ、一対のハウジ
ング２０Ａ、２０Ｂ、アーム３０、ケーブル４０を有する。耳収容部１０Ａは、装着者の
耳を囲んで頭部に接触する枠１２Ａ、枠１２Ａとハウジング２０Ａとを接続するとともに
耳を覆い、耳に対して通気性を有する接続部１４Ａを含む。耳収容部１０Ｂは、耳収容部
１０Ａ同様に、枠１２Ｂと、接続部１４Ｂとを含む。なお、左右の耳収容部、左右のハウ
ジング等を区別する必要がないときは、耳収容部１０及びハウジング２０等という表記を
用いる。枠１２と接続部１４とは、例えば同一部材であるが、別の部材であってもよい。
接続部１４は、例えばハウジング２０の中央部分で、このハウジング２０に接続する。こ
れにより、ハウジング中央に耳収容部１０を接続でき、構造上の安定化を図ることができ
る。
【００１３】
　耳収容部１０の接続部１４は、耳を覆い、耳に対する通気性を有する構造を含む。また
、耳収容部１０の構造の形状として、例えばハウジング２０に対向する面が凸形状となっ
ている。図１～３に示す例では、耳収容部１０の形状は、凸形状の一例として椀形状、又
は多角錘形状となっている。なお、耳収容部１０又は接続部１４の形状は、耳を覆うこと
ができ、通気性があればよく、ドーム形状、円錐形状、円錐台形状、多角錘台形状、円柱
形状（円筒形状）、多角柱形状などでもよい。
【００１４】
　また、図１～３に示す例では、耳収容部１０の接続部１４は、略均一に複数の孔又は開
口を有するメッシュ構造を含む。また、別の言い方をすれば、耳収容部１０は、複数の隙
間を有するフレーム構造を含む。また、孔や開口のサイズは、耳への通気性を確保できる
のであればいずれのサイズでもよい。
【００１５】
　また、ヘッドフォン１全体の視覚性に対して大きく影響を与える孔や開口の形状やサイ
ズや位置を工夫することで、ヘッドフォン１全体のデザイン性を優れたものにすることが
できる。耳収容部１０Ａ、１０Ｂの構造及び形状はそれぞれ同じでもよいし、違っていて
もよい。
【００１６】
　なお、従来のヘッドフォン全体の形状はある程度決まっており、特に第１実施形態の耳
収容部１０に対応する従来のイヤーパッドにおいては、斬新なデザインはあまり存在しな
かった。しかし、図１～３に示す例では、耳収容部１０の構造において、耳を収容し、さ
らに通気性を有しつつ、形状においてデザイン性を向上させることが可能になる。また、
耳収容部１０の孔又は開口は、サイズに違いはあるが、例えば三角形状をしており、デザ
イン的に統一感を持たせることができる。また、孔又は開口は、耳収容部１０の全周位に
対して略均一に設けられるとよい。これにより、装着者は、外部の音を自然に聞くことが
できる。
【００１７】
　また、第１実施形態において、耳収容部１０は、耳を囲んで頭部に装着された際、耳収
容部１０内の収容空間に耳全体が収容されるよう設計される。よって、耳収容部１０は、
基本的には耳に接触しないように設計される。しかし、耳収容部１０は、全ての人の耳に
接触しないことを必要とするのではなく、例えば耳の大きな人が装着する時には、耳収容
部１０は、多少耳に接触したり、耳が孔や開口からはみだしたりしても構わない。
【００１８】
　ハウジング２０は、内部にスピーカーユニットを含み、このスピーカーユニットを保護
するケースであり、耳収容部１０に接続される。スピーカーユニットは、例えば平面スピ
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ーカーユニットを有し、さらに、指向性を高めたスピーカーユニットを適用することが好
適である。例えば、スピーカーユニットによる出力音の指向性が耳の外耳道に直接向かう
ように、スピーカーユニットの位置が考慮されてハウジング２０内に配置されればよい。
例えば、スピーカーユニットは、ハウジング２０の中央部から音が出力されるように配置
される。
【００１９】
　指向性を有するスピーカーユニットを用いることにより、出力音が、耳の外耳道に直接
向かうため、耳収容部１０の孔や開口から漏れる音をなるべく小さくすることができる。
なお、スピーカーユニットは、公知の技術を用いたり、市販されているものを採用したり
すればよい。
【００２０】
　また、ハウジング２０は、例えば、電源などの各種部品が含まれる。ハウジング２０の
内部の詳細は、図５を用いて説明する。
【００２１】
　ハウジング２０の形状は、例えば、耳収容部１０に対向する面が凸形状を有する。図１
～３に示す例では、ハウジング２０は、凸形状の一例として椀形状又は円錐台形状となっ
ている。また、ハウジング２０は、ドーム形状、円錐形状、多角錘形状、多角錘台形状、
円柱形状（円筒形状）、多角柱形状などでもよい。
【００２２】
　また、ハウジング２０は、例えばオープン型又は密閉型であり、ハウジング２０から外
部に音漏れが起きにくい構造を有してもよい。また、ハウジング２０は、耳収容部１０と
同様に凸形状をしており、ハウジング２０と耳収容部１０とが略面対称に接続されること
で、デザイン的に美しい印象を与えることができる。
【００２３】
　アーム３０は、ハウジング２０などを支える部分であり、また、ヘッドフォン１の側圧
を作る部位でもある。また、アーム３０は、装着者の頭部の形に沿うよう可撓性を有し、
アーム３０の長さを調節するスライド機構を有する。また、図１～３に示す例では、アー
ム３０は、中央部分に隙間が設けられた形状からなり、例えば２本の平行な棒状のフレー
ムから形成されてもよい。なお、耳収容部１０は、装着時のアーム３０による側圧を受け
て大きく変形しないことが望ましい。
【００２４】
　アーム３０は、一対のハウジング２０を互いに接続する。アーム３０は、耳収容部１０
又はハウジング２０に接続され、例えば、図１に示すように、耳収容部１０とハウジング
２０それぞれの凸部（先端部）にアーム３０の端部周辺の部位が接続される。この部位に
、長さを調節するスライド機構が設けられる。このスライド機構については後述する。
【００２５】
　ケーブル４０は、例えば、フレキシブルケーブルであり、長さが一例として３００ｍｍ
、幅が一例として１５～２０ｍｍである。ケーブルは、各ハウジングにおけるコネクタに
より接続される。ケーブル４０は、各種信号（例えば音信号）を左右のスピーカーユニッ
ト等に伝達する。なお、ケーブル４０は、図２－３には図示していない。
【００２６】
　図４は、耳収容部１０Ｂ、ハウジング２０Ｂの内側（耳側）から見た拡大図である。図
４に示す例では、耳収容部１０Ｂは、複数の孔部分又は開口部分の総面積が、耳収容部の
素材の総面積よりも十分に大きい。これにより、耳周辺の通気性がよくなり、耳収容部１
０を装着した際、耳が蒸れたり、汗をかいたりすることを防止することができる。例えば
、図４に示す例では、孔部分又は開口部分の総面積は約７０％、素材の総面積は約３０％
である。しかし、図４に示す例に限られないことは言うまでもない。
【００２７】
　また、図４に示す例では、耳収容部１０Ｂの凸形状の先端部分１６Ｂ（凸となっている
先細り部分）において、耳収容部１０Ｂとハウジング２０Ｂとが接続され、この先端部分
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１６Ｂにおいて、スピーカーユニット５０Ｂから出力される音の方向が、耳の外耳道方向
を向くように、スピーカーユニット５０Ｂが接続される。
【００２８】
　また、耳収容部１０Ｂの枠１２Ｂ（先端部分とは逆方向であり、耳に接触する部分）が
、耳周辺の頭部に接触される。このとき、耳収容部１０Ｂ内の収容空間において、耳を収
容することができる。また、接続部１４Ｂは、枠１２Ｂとハウジング２０Ｂとを接続する
部分である。図４に示す例では、接続部１４Ｂの先端部分１６Ｂが、ハウジング２０Ｂに
接続される。
【００２９】
　図４に示す例を用いて、耳収容部１０Ｂの構造について、頭部方向からハウジング２０
Ｂ方向における略垂直断面を説明する。頭部に接触する枠１２Ｂは、例えば八角形であり
、ハウジング２０Ｂと接続される先端部分１６Ｂは、例えば円形であり、この八角形と円
形との間の接続部１４Ｂの形状は、例えば四角形となっている。
【００３０】
　また、八角形と四角形と円形それぞれの間には所定の幅があり、この幅は、耳を収納可
能な程度の幅があればよい。耳収容部１０Ｂは、八角形の角から四角形の角に対してそれ
ぞれ棒状部材で接続され、四角形の角から円を４分割した部位に対してそれぞれ棒状部材
で接続されるフレーム構造を有する。つまり、耳収容部１０Ｂは、図４に示すように、耳
収容部は、多層構造になっており、それぞれの層の外枠において、所定層の所定位置から
他の層の所定位置までを接続する棒状部材を含む。これにより、耳収容部１０Ｂにおいて
、収容空間を形成しやすく、かつ、耳収容部１０Ｂの強度を効率良く保つことができる。
【００３１】
　このフレーム構造は、隙間が存在し、樹脂などにより一体として成形されてもよいし、
部分的に組み立てることで成形されてもよい。また、耳収容部１０Ｂは、八角形の面積＞
四角形の面積＞円形の面積の関係が成り立つ。また、八角形から円形までの外枠は、耳を
覆いかぶせることができるようにドーム型となっている。なお、図１～４に示す耳収容部
１０の構造はあくまでも一例であって、耳収容部１０の外側と内側との間で空気が流れる
ように隙間を有する別のフレーム構造であってもよい。
【００３２】
　また、図４に示す例では、アーム３０のスライド機構６０Ｂは、この先端部分（凸部分
）においてスライドさせる機構を有する。例えば、スライド機構６０Ｂは、ハウジング２
０Ｂと耳収容部１０Ｂとの接続部位（凸部分）に、アーム３０の中央部分の隙間を挟み込
み、接続部分が隙間をスライドしやすくしている。また、スライド機構６０Ｂは、スライ
ドさせた所定位置で係止めるための係止め機構を含む。よって、アーム３０の中央全体に
亘る隙間は、デザイン性を高めるとともに、可撓性を有しやすくするとともに、スライド
機構の一部を担うことができる。
【００３３】
　ハウジング２０Ｂの内側（耳側）には、第１スイッチ７０と、第２スイッチ８０とが設
けられている。第１スイッチ７０は、例えば電源スイッチであり、ヘッドフォン１の電源
のＯＮ又はＯＦＦのスイッチを切り替える。また、第２スイッチ８０は、スピーカーユニ
ット５０Ｂのボリュームを調節するスイッチであり、複数の出力レベルをユーザが適宜選
択できるようにしておけばよい。図４に示すボタン例はあくまでも一例であって、この例
に限られない。
【００３４】
　図５は、ハウジング２０内の構成の一例を示す図である。図５に示す例では、ハウジン
グ２０内の基板の厚さは、例えば５ｍｍ以内である。これにより、ハウジング２０の厚さ
を薄くすることができ、デザイン的にスタイリッシュな印象を与えることができる。また
、ハウジング２０の直径は、例えば８０ｍｍとする。
【００３５】
　図５に示す例において、ハウジング２０Ａは、処理部１００、増幅部１０２Ａ、第１通



(7) JP 6488374 B2 2019.3.20

10

20

30

40

50

信部１０４、発光部１０６Ａ、スピーカーユニット５０Ａを含む。
【００３６】
　処理部１００は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）であり、音信号をデジタ
ル信号からアナログ信号に変換したり、取得された音信号から抽出した情報の照合処理を
行ったり、発光部１０６Ａの発光を制御したりする。
【００３７】
　増幅部１０２Ａは、処理部１００において処理された音信号を増幅し、増幅した信号を
スピーカーユニット５０Ａに出力する。これにより、スピーカーユニット５０Ａから音が
出力される。
【００３８】
　第１通信部１０４は、例えば有線や無線の通信機能を有するモジュールであり、各種信
号を通信する。例えば、第１通信部１０４は、無線通信機能により通信することが好適で
ある。また、第１通信部１０４は、ＰＣ（Personal Computer）、スマートフォンなどの
携帯端末を含む情報処理装置や、他のヘッドフォン１などと通信を行う。この第１通信部
１０４により、複数のヘッドフォン１において、通信される音を同期して出力することが
可能になる。第１通信部１０４は、例えば、２．４ＧＨｚを使用した近距離無線通信を行
い、送信モードと受信モードとを適宜切り替えることが可能である。以下、第１通信部１
０４は、この近距離無線通信を行う場合を例に挙げて説明する。
【００３９】
　発光部１０６Ａは、例えばＬＥＤなどの発光をするものであり、ハウジング２０Ａ内の
周縁部に設けられるとよい。例えば、周縁部において、それぞれの間隔が均等になるよう
に、４つのＬＥＤが配置される。この発光部１０６Ａにより、発光制御信号に基づいて、
音に合わせて光制御を行ったり、複数のヘッドフォン１と合わせて、光の演出を行ったり
することができる。
【００４０】
　なお、ハウジング２０Ａは、図示しないが、例えば直径３．５ｍｍのヘッドフォンジャ
ックを有していてもよい。
【００４１】
　図５に示す例では、ハウジング２０Ｂは、第１スイッチ７０、第２スイッチ８０、増幅
部１０２Ｂ、発光部１０６Ｂ、電源回路１０８、充電保護回路１１０、第２通信部１１２
、バッテリー１１４、スピーカーユニット５０Ｂを含む。
【００４２】
　第１スイッチ７０は、上述したとおり、例えば電源をＯＮ又はＯＦＦするスイッチであ
る。第２スイッチ８０は、上述したとおり、例えばスピーカーユニットから出力される音
量を調節するスイッチである。
【００４３】
　増幅部１０２Ｂは、ケーブル４０から取得した音信号を増幅し、増幅した音信号をスピ
ーカーユニット５０Ｂに出力する。これにより、スピーカーユニット５０Ｂから音が出力
される。
【００４４】
　発光部１０６Ｂは、基本的には発光部１０６Ａと同様である。発光部１０６Ｂは、発光
部１０６Ａと同期して発行制御されてもよい。
【００４５】
　電源回路１０８は、入力電力から必要とされる出力電力を生成する電力回路である。充
電保護回路１１０は、バッテリー１１４の過充電・過放電・過電流を保護する。バッテリ
ー１１４は、例えばリチウムイオンポリマー二次電池である。
【００４６】
　第２通信部１１２は、無線通信を行う機能を有するモジュールである。例えば、第２通
信部１１２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）による無線通信機能を有するモジュール
である。第２通信部１１２は、これにより、同様の規格の無線通信機能を有する機器と通
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信を行うことができる。例えば、第２通信部１１２は、携帯端末や、ＰＣなどと通信を行
うことができる。
【００４７】
　また、ハウジング２０Ｂは、マイクロＵＳＢのコネクタを有してもよい。また、図５に
示したハウジング２０Ａ及びハウジング２０Ｂの構成について、上述した例に限られず、
はハウジング内のサイズ、機能に応じて適宜設計変更してもよい。また、図１～４に示す
ハウジング２０は、中央部の厚さが一番厚くなっているので、高さのある部品は、ハウジ
ング２０の中央部に配置するとよい。
【００４８】
　また、耳収容部１０の素材は、例えばシリコン、ウルテム、ＴＲ９０などの樹脂を用い
た素材である。他にも、耳収容部１０の素材として、形状記憶合金（ＮＴ合金）などを用
いた素材にシリコンでラッピングするなどの素材を用いることもできる。また、耳収容部
１０には、特徴的なハニカム構造や、ホールド技術が用いられてもよい。
【００４９】
　以上、第１実施形態では、上述した耳収容部１０の構成を有することにより、装着時に
耳部全体の通気性を担保することができ、ヘッドフォン１を装着しても、耳の蒸れや汗の
発生を抑えることができる。また、第１実施形態では、装着者は、装着時に耳に汗をかき
にくくなっているので、音楽等を長時間聞くことができる。また、第１実施形態では、装
着時に耳収容部１０が、耳周辺の頭部に接触し、耳に圧力をかけにくい構造になっている
ため、長時間装着しても耳が痛くなりにくい。また、第１実施形態では、従来存在しない
耳収容部１０の構成を有することで、デザイン的に優れたヘッドフォン１を提供すること
ができる。また、ヘッドフォン１は、通気性を有する耳収容部１０の構造により、外部の
環境音などを装着者が聞くことができる。
【００５０】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態における配信システム２００について説明する。図６は、第２実施
形態における配信システム２００の構成の一例を示す図である。図６に示す配信システム
２００は、ヘッドフォン１Ａ、１Ｂ、１Ｃと、情報処理装置２と、サーバ３とが、通信ネ
ットワークＮを介して接続されている。なお、図６には、１つの情報処理装置２が記載さ
れているが、ヘッドフォンごとに１対１で対応する情報処理装置２があってもよい。
【００５１】
　通信ネットワークＮは、無線ネットワークや有線ネットワークにより構成される。通信
ネットワークの一例としては、携帯電話網や、ＰＨＳ（Personal Handy-phone System）
網、無線ＬＡＮ（Local Area Network）、３Ｇ（3rd Generation）、ＬＴＥ（Long Term 
Evolution）、４Ｇ（4th Generation）、ＷｉＭａｘ（登録商標）、赤外線通信、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、有線ＬＡＮ、電話線、電灯線ネットワーク、ＩＥＥＥ１３９
４等に準拠したネットワークがある。
【００５２】
　また、ヘッドフォン１Ａ、１Ｂ、１Ｃは、それぞれを区別する必要がない場合は、ヘッ
ドフォン１と表記する。ヘッドフォン１は、第１実施形態において説明したヘッドフォン
と同様である。
【００５３】
　情報処理装置２は、ＰＣや、スマートフォンなどの携帯端末や、通信機能を有する情報
処理装置である。情報処理装置２は、通信ネットワークＮを介して、各ヘッドフォン１に
制御信号を送信したり、音データを送信したりする。
【００５４】
　サーバ３は、ヘッドフォン１を用いたイベントの情報を配信したり、情報処理装置２か
らイベントの登録を受けたり、情報処理装置２に、ヘッドフォン１を利用するためのアプ
リケーションを配信したりする。
【００５５】
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　第２実施形態における配信システム２００は、ワイヤレス・ヘッドフォン（ヘッドフォ
ン１）で音楽を聴きながら踊るサイレントディスコなどのイベントを提供することができ
る。
【００５６】
　＜ヘッドフォンの構成＞
　ヘッドフォン１のハードウェア構成は、図５に示すとおりであるため、その説明を省略
する。図７は、第２実施形態におけるヘッドフォン１の機能構成の一例を示す図である。
図７に示す例では、ヘッドフォン１は、第１取得部３０２、第１ペアリング部３０４、イ
ベント制御部３０６、発光制御部３０８、出力制御部３１０を有する。
【００５７】
　なお、第１取得部３０２、第１ペアリング部３０４、イベント制御部３０６、発光制御
部３０８、出力制御部３１０は、図５に示す処理部１００により実現されうる。
【００５８】
　第１取得部３０２は、他の装置から受信された各種信号を取得する。例えば、第１取得
部３０２は、情報処理装置２や他のヘッドフォン１などから音信号や、発光制御信号や、
イベントＩＤや、音信号が配信される周波数情報や、ペアリングに関する情報などを取得
する。
【００５９】
　ここで、ヘッドフォン１同士で第１通信部１０４を用いて通信を行う場合、所定のヘッ
ドフォンが親として設定され、その他のヘッドフォンが子として設定されればよい。この
とき、親のヘッドフォンは、子のヘッドフォンに対して、音楽などを一斉送信することが
できる。
【００６０】
　第１ペアリング部３０４は、第１取得部３０２からペアリングに関する情報、例えば、
共有秘密鍵情報（リンクキー）や、リンクキーから生成されたセッションキーを取得し、
これらの情報を用いて、ペアリングを行う。
【００６１】
　例えば、第１ペアリング部３０４は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を用いて情報処
理装置２とペアリングを行う。これにより、ヘッドフォン１と情報処理装置２との間で、
マスタースレーブ関係の通信が確立する。なお、ペアリングの方法については、公知の技
術を用いればよい。このペアリングで確立した通信を用いて、第１取得部３０２は、イベ
ントＩＤやそのイベントで用いる周波数情報を取得してもよい。
【００６２】
　イベント制御部３０６は、ペアリング後、イベントのイベントＩＤや周波数情報などを
第１取得部３０２から取得する。イベント制御部３０６は、周波数情報に基づき、イベン
トで音信号が配信される周波数に設定する。このとき、イベント制御部３０６は、周波数
設定後に、発光制御部３０８に発光制御信号を出力し、受信可能状態を示す色を発光させ
るようにしてもよい。
【００６３】
　イベント制御部３０６は、ペアリング直後に取得されたイベントＩＤを保持しておく。
イベント制御部３０６は、このイベントＩＤなどを用いてヘッドフォン１に関するイベン
トを制御する。例えば、イベント制御部３０６は、ヘッドフォン１を用いたサイレントデ
ィスコなどのイベントを制御する。
【００６４】
　より具体的には、まず、イベント制御部３０６は、このイベントにおいて送信される音
信号であって、この音信号の非可聴領域に、所定時間毎にイベントＩＤが埋めこまれた音
信号を取得する。所定時間は、例えば２分である。次に、イベント制御部３０６は、この
音信号から抽出したイベントＩＤと、保持しているイベントＩＤとを用いて照合を行う。
イベント制御部３０６は、イベントＩＤが照合された場合、出力制御部３１０による音信
号の再生を継続するよう制御する。音信号は、音楽や、音声などの情報又はデータを含む
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。また、イベント制御部３０６は、イベントＩＤが照合されなかった場合、出力制御部３
１０による音信号の再生を停止するよう制御する。
【００６５】
　これにより、イベントにおいて、例えば音楽を有料配信する際に、音楽を一斉送信し、
イベントＩＤの照合が成功した特定のヘッドフォン１だけで音信号を再生することができ
る。
【００６６】
　発光制御部３０８は、第１取得部３０２から発光制御信号を取得し、発光制御信号に基
づいて発光部１０６Ａ、Ｂの発光を制御する。これにより、例えば、音に合わせてヘッド
フォン１を発光させることが可能になる。１つの発光制御信号が複数のヘッドフォン１に
送信されることで、複数のヘッドフォン１において同期した発光を行うことできるように
なる。その結果、複数のヘッドフォン１が存在する空間を光によって演出することが可能
になる。
【００６７】
　また、発光制御部３０８は、音情報が送信可能な場合には発光部１０６Ａ、Ｂが第１色
に発光するよう制御し、音信号が受信可能な場合には発光部１０６Ａ、Ｂが第２色に発光
するよう制御する。音信号が送信可能な場合とは、例えば、第１通信部１０４が送信モー
ドの場合で、音信号を配信する周波数が確定した後であり、音信号が受信可能な場合とは
、例えば、第１通信部１０４が受信モードの場合で、音信号が配信される周波数を設定し
た後である。
【００６８】
　出力制御部３１０は、第１取得部３０２から音信号を取得し、スピーカーユニット５０
Ａ、Ｂから音が出力（再生）されるように制御する。また、出力制御部３１０は、イベン
ト制御部３０２により、再生の停止が指示された場合は再生を停止する。なお、出力制御
部３１０は、イベント以外にも音信号を出力制御することができ、ヘッドフォンジャック
から入力された音信号を出力制御したり、情報処理装置２から受信された音信号を出力制
御したりする。
【００６９】
　＜情報処理装置の構成＞
　次に、配信システム２００内の情報処理装置２について説明する。図８は、第２実施形
態における情報処理装置２のハードウェア構成の一例を示す図である。図８に示す情報処
理装置２は、制御部４０２、通信部４０４、記憶部４０６、電源部４０８を少なくとも備
える。
【００７０】
　制御部４０２は、例えばＣＰＵであり、メモリ上に展開されたプログラムを実行し、情
報処理装置２に各種の機能を実現させる。また、制御部４０２は、ヘッドフォン１に送信
する音情報を管理したり、イベントを管理したりする。制御部４０２の詳細は図９を用い
て説明する。
【００７１】
　通信部４０４は、例えば通信ネットワークＮを介してデータの送受信を行う。例えば、
通信部４０４は、制御部４０２により処理された各種信号をヘッドフォン１などに送信す
る。また、通信部４０４は、サーバ３などからの信号を受信する。
【００７２】
　記憶部４０６は、例えばプログラムや各種データを格納する。各種データには、イベン
トに用いるイベントＩＤを含むイベント情報、ヘッドフォン１の識別情報などを記憶する
。また、記憶部４０６は、音源の音信号を記憶する。電源部４０８は、各部に電源を供給
する。
【００７３】
　図９は、第２実施形態における情報処理装置２の機能構成の一例を示す図である。図９
に示す例では、情報処理装置２は、第２取得部５０２、第２ペアリング部５０４、イベン
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ト管理部５０６、発光管理部５０８、出力管理部５１０を有する。
【００７４】
　なお、第２取得部５０２、第２ペアリング部５０４、イベント管理部５０６、発光管理
部５０８、出力管理部５１０は、図８に示す制御部４０２により実現されうる。
【００７５】
　第２取得部５０２は、サーバ３やヘッドフォン１から受信された各種信号や各種情報を
取得する。例えば、第２取得部５０２は、サーバ３からイベント情報を取得したり、音信
号を取得したり、また、ヘッドフォン１からヘッドフォン１の識別番号を取得したり、ペ
アリングに関する情報を取得したりする。
【００７６】
　第２ペアリング部５０４は、第２取得部５０２からペアリングに関する情報、例えば、
共有秘密鍵情報（リンクキー）や、リンクキーから生成されたセッションキーを取得し、
これらの情報を用いて、ペアリングを行う。第２ペアリング部５０４は、例えば画面上の
ペアリングボタンが押下されると、ペアリングを開始する。このとき、情報処理装置２は
、共有秘密鍵情報を生成してもよいし、予め決められた共有秘密鍵情報を用いてもよい。
【００７７】
　例えば、第２ペアリング部５０４は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を用いてヘッド
フォン１とペアリングを行う。これにより、ヘッドフォン１と情報処理装置２の間で、マ
スタースレーブ関係の通信が確立する。
【００７８】
　イベント管理部５０６は、イベントＩＤなどを生成し、生成したイベントＩＤなどを用
いてヘッドフォン１に関するイベントを管理する。例えば、親のヘッドフォン１に対する
情報処理装置２のイベント管理部５０６は、ヘッドフォン１を用いたサイレントディスコ
などのイベントを管理する。より具体的には、イベント管理部５０６は、音信号に対して
、どの周波数で送信するかを決めたり、この音信号にイベントＩＤを埋め込んだりしても
よい。例えば、イベント管理部５０６は、音信号の非可聴領域にＤＴＭＦ（Dual Tone Mu
ltiple Frequency）等の変調信号として、一定時間毎にイベントＩＤを埋め込む。なお、
イベントＩＤの埋め込みは、親のヘッドフォン１のイベント制御部３０６が音信号を送信
する際に行われてもよい。
【００７９】
　また、子のヘッドフォン１に対応する情報処理装置２のイベント管理部５０６は、サー
バ３等から取得されたイベントＩＤや周波数情報をペアリングされたヘッドフォン１に送
信するよう制御する。これにより、子のヘッドフォン１は、音信号を受信する前に照合に
用いるイベントＩＤを取得したり、配信される周波数帯を設定したりすることができる。
【００８０】
　これにより、イベントにおいて、例えば音信号を有料配信する際に、音信号を受信した
親のヘッドフォン１が、一斉に子のヘッドフォン１に音信号を送信し、正当に購入された
際に得られるイベントＩＤを有する特定のヘッドフォン１だけが、音信号を再生すること
ができるようになる。
【００８１】
　また、イベント管理部５０６は、ユーザによるイベントの生成を可能にし、ユーザによ
り生成されたイベントの情報を、サーバ３にアップロードしたりする。これにより、他の
情報処理装置２において、サーバ３からイベントの情報を閲覧したりすることが可能にな
る。また、イベント管理部５０６は、イベントにおけるチケット販売については、適宜購
入サイトに接続するよう制御する。イベント管理部５０６は、チケットを購入した後に、
サーバ３等からイベントＩＤや周波数情報を取得する。
【００８２】
　発光管理部５０８は、音信号に応じて発光制御信号を生成し、管理する。生成された発
光制御信号は、ヘッドフォン１に送信される。上述したとおり、１つの発光制御信号が複
数のヘッドフォン１に送信されることで、複数のヘッドフォン１において同期した発光を
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行うことできるようになり、複数のヘッドフォン１が存在する空間を光によって演出する
ことが可能になる。
【００８３】
　出力管理部５１０は、イベント管理部５０６から音信号等を取得し、ヘッドフォン１に
出力するように管理する。例えば、出力管理部５１０は、イベントに応じて出力する音信
号を管理する。
【００８４】
　これにより、イベント時において、情報処理装置２が送信した音信号を多数のヘッドフ
ォン１に送信することができ、一つの音信号を複数のヘッドフォン１で再生することが可
能になる。よって、第２実施形態では、サイレントディスコなどのイベントを実現するこ
とができる。
【００８５】
　なお、出力管理部５１０は、記憶部４０６により記憶された音信号のプレイリストなど
を管理し、ユーザにより選択された音信号をヘッドフォン１に出力してもよい。
【００８６】
　＜サーバの構成＞
　サーバ３のハードウェア構成は、図８に示す情報処理装置２と同様である。また、サー
バ３は、情報処理装置２等により生成されたイベントの情報がアップロードされ、このイ
ベントの情報を検索可能にする。また、サーバ３は、有料イベントの場合、購入サイトへ
接続し、有料イベントのチケットの購入を可能にする。
【００８７】
　＜画面例＞
　次に、画面例について説明する。図１０は、ヘッドフォン１を制御するアプリケーショ
ンを情報処理装置２で起動させたときのホーム画面の一例を示す図である。図１０に示す
画面６００Ａには、ホームを示す画像と、第１検索ボタン６０２と、第２検索ボタン６０
４と、イベント作成ボタン６０６と、設定ボタン６０８とが表示される。
【００８８】
　第１検索ボタン６０２は、イベントや音楽などを検索するためのボタンである。第２検
索ボタン６０４は、現在位置において、音信号を受信可能なイベントを検索し、イベント
情報を表示するためのボタンである。イベント作成ボタン６０６は、イベントを作成する
ためのボタンである。設定ボタン６０８は、ユーザ登録やヘッドフォン１に関する設定を
行うためのボタンである。
【００８９】
　図１１は、イベント作成画面の一例を示す図である。図１１に示す画面６００Ｂには、
イベント作成ボタン６０６が押下された時に表示され、イベントのタイトルや、タイプ、
説明、値段、場所などの入力欄が表示される。ユーザは、これらの入力欄に入力すること
で、イベントを作成することができる。
【００９０】
　また、ユーザは、図１１に示す画面６００Ｂの入力欄に入力し、ＯＫボタンを押すと、
イベントの作成を完了し、作成されたイベントの情報をサーバ３にアップロードしたり、
所定のユーザの情報処理装置２に送信したりする。
【００９１】
　図１２は、イベント画面（その１）の一例を示す図である。図１２に示す画面６００Ｃ
は、第２検索ボタン６０４が押下されたときに表示され、イベントの概要を示す表示領域
６２０が表示される。
【００９２】
　図１３は、イベント画面（その２）の一例を示す図である。図１３に示す画面６００Ｄ
は、図１２に示す画面の「Ｓｅｔ　Ｕｐ」ボタンが押下されたときに表示され、イベント
の詳細情報を示す表示領域６３０が表示される。
【００９３】
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　図１４は、イベント画面（その３）の一例を示す図である。図１４に示す画面６００Ｅ
は、図１２に示す画面の「ＪＯＩＮ」ボタンが押下されたときに表示され、イベントのチ
ケットを購入するための表示領域６４０が表示される。
【００９４】
　図１５は、イベント画面（その４）の一例を示す図である。図１５に示す画面６００Ｆ
は、図１２に示す画面からＨａｓｈｔａｇが選択された後に表示される画面の一つである
。図１５に示す画面６００Ｆでは、イベント参加者同士でソーシャルネットワーキングサ
ービスの提供を受けることを可能にする。これにより、参加者同士のコミュニケーション
を図ることができる。
【００９５】
　＜動作＞
　次に、配信システム２００の動作について説明する。図１６及び図１７は、送受信側の
楽曲の送受信に関する処理を説明し、図１８から図２０は、イベントに関する処理を説明
する。
【００９６】
　図１６は、送信側の楽曲配信処理の一例を示すフローチャートである。図１６に示すス
テップＳ１０２で、送信側、例えば情報処理装置２は、対応する親のヘッドフォン１とペ
アリングを実行する。ペアリングの方法は、公知の方法を用いればよい。
【００９７】
　ステップＳ１０４で、情報処理装置２は、ヘッドフォン１に対して、ＯＮ　ＡＩＲモー
ドを送信する。この通信は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が用いられる。この
ＯＮ　ＡＩＲモードを、イベントを作成した情報処理装置２から受信することにより、親
のヘッドフォン１は、送信モードに設定される。
【００９８】
　ステップＳ１０６で、親のヘッドフォン１は、第２通信部１１２の通信範囲内に存在す
る子のヘッドフォン１に対して、楽曲の音信号の一斉配信を行う。
【００９９】
　図１７は、受信側の楽曲受信処理の一例を示すフローチャートである。図１７に示すス
テップＳ２０２で、受信側、例えばヘッドフォン１は、対応する情報処理装置２とペアリ
ングを実行する。ペアリングの方法は、公知の方法を用いればよい。
【０１００】
　ステップＳ２０４で、子のヘッドフォン１は、情報処理装置２から、ＯＮ　ＡＩＲモー
ドを受信する。この通信は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が用いられる。この
ＯＮ　ＡＩＲモードを、イベントに参加した情報処理装置２から受信することにより、子
のヘッドフォン１は、受信モードに設定される。
【０１０１】
　ステップＳ２０６で、子のヘッドフォン１は、親のヘッドフォン１から、楽曲の音信号
を受信する。このとき、音信号にイベントＩＤが含まれていれば、子のヘッドフォン１は
、イベントＩＤを抽出し、照合処理を行う。
【０１０２】
　ステップＳ２０８で、子のヘッドフォン１は、音信号を再生する。これにより、複数の
ヘッドフォン１において、１つの楽曲を同期して再生することができ、サイレントディス
コなどを実現することが可能になる。
【０１０３】
　図１８は、イベント作成に関する処理の一例を示すフローチャートである。図１８に示
すステップＳ３０２で、情報処理装置２は、イベントを作成する（例えば図１１参照）。
【０１０４】
　ステップＳ３０４で、情報処理装置２は、イベント作成時に、イベントを区別するため
のイベントＩＤを取得する。この後、情報処理装置２は、イベントＩＤを含むイベントの
情報をサーバ３やローカルメモリに保存する。
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【０１０５】
　ステップＳ３０６で、情報処理装置２は、作成されたイベントの配信を行う。イベント
の配信は、プッシュ通信や、所定のサイトでの告知などにより行われる。これにより、ユ
ーザはイベントを作成し、そのイベントを配信することができる。
【０１０６】
　図１９は、イベント参加に関する処理の一例を示すフローチャートである。図１９に示
すステップＳ４０２で、情報処理装置２は、アプリーションにおいて、対応するヘッドフ
ォン１の識別情報を登録する。なお、ヘッドフォン１の識別情報が既に登録されていれば
この処理は不要である。
【０１０７】
　ステップＳ４０４で、情報処理装置２は、サーバ３又はローカルメモリに登録されてい
るイベントを検索する。
【０１０８】
　ステップＳ４０６で、情報処理装置２は、検索されたイベントが有料イベントである場
合、ユーザの操作によりチケットを購入する（例えば図１４参照）。これにより、イベン
トに参加することが可能になる。なお、無料イベントの場合、ステップＳ４０６は不要で
ある。
【０１０９】
　図２０は、イベントにおける楽曲の再生処理の一例を示すフローチャートである。図２
０に示すステップＳ５０２で、子のヘッドフォン１は、親のヘッドフォン１から音信号を
受信する。
【０１１０】
　ステップＳ５０４で、子のヘッドフォン１は、取得した音信号を再生する。
【０１１１】
　ステップＳ５０６で、子のヘッドフォン１は、音信号からイベントＩＤを抽出する。
【０１１２】
　ステップＳ５０８で、子のヘッドフォン１は、抽出したイベントＩＤを用いて照合処理
を行う。照合が成功すれば（ステップＳ５０８－ＹＥＳ）、処理はステップＳ５０２に戻
り、照合が失敗すれば（ステップＳ５０８－ＮＯ）、処理はステップＳ５１０に進む。
【０１１３】
　ステップＳ５１０で、子のヘッドフォン１は、音信号の受信を停止したり、音信号の再
生を停止したりする。これにより、特定のヘッドフォン１だけに楽曲の再生を許可するこ
とが可能になる。なお、照合処理は必ずしも必要ではなく、無料イベントの場合などには
、ヘッドフォン１は、受信した楽曲をそのまま再生することができるようにしてもよい。
【０１１４】
　以上、第２実施形態における配信システム２００は、所定のイベントにおいて、ヘッド
フォン１を利用することができる。例えば、サイレントディスコなどのイベントにヘッド
フォン１を利用することができる。さらに、ヘッドフォン１の発光機能を用いて、会場に
存在するヘッドフォン１の発光制御を行い、空間の演出を行い、会場を盛り上げることが
できる。
【０１１５】
　［第３実施形態］
　次に、第３実施形態におけるヘッドフォンの一例を、図面を用いて説明する。
【０１１６】
　＜ヘッドフォンの形状＞
　図２１～２３を用いて、第３実施形態におけるヘッドフォンの形状の一例について説明
する。図２１は、第３実施形態におけるヘッドフォン２の正面図である。図２２は、耳収
容部７１０Ａの正面図である。図２３は、耳収容部７１０Ａの右側面図である。
【０１１７】
　第３実施形態におけるヘッドフォン２において、耳収容部７１０Ａ、７１０Ｂのうち頭
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部と接触する枠７１２Ａ、７１２Ｂは、頭蓋骨又は頭部形状に沿った形状を有する。頭蓋
骨や頭部形状については、その標準形状が３Ｄデータで表現され、この３Ｄデータを用い
て枠７１２Ａ、７１２Ｂの形状が設計され、形成されるとよい。これにより、ユーザがヘ
ッドフォン２を装着した際に、例えば枠７１２Ａ全体が、頭蓋骨又は頭部形状に沿って接
触しやすくなるため、枠７１２Ａによる耳周辺を押圧する力を、枠７１２Ａ全体に分散さ
せることができる。
【０１１８】
　また、第３実施形態における耳収容部７１０Ａは、上述したように耳周辺を押圧する力
を分散しつつ、音漏れを防ぐためスピーカをできるだけ耳に近づけ、かつ、第１実施形態
と同様に通気性を有しつつ強度を保つように設計される。
【０１１９】
　図２１において、ヘッドフォン２は、一対の耳収容部７１０Ａ、７１０Ｂ、一対のハウ
ジング７２０Ａ、７２０Ｂ、アームＡ７３０、アームＢ７３５を有する。第３実施形態に
おける耳収容部７１０Ａ、７１０Ｂ、及びアームＡ７３０、アームＢ７３０以外の構成は
、第１実施形態において対応する構成と同様である。
【０１２０】
　アームＡ７３０は、装着者の頭頂部に沿うように円弧状になっており、例えばクッショ
ン性を有する部材を用いて形成される。アームＢ７３５は、例えばアームＡ７３０の外側
に設けられる。また、アームＢ７３５は、ヘッドフォン２を耳にフィットさせるため、ヘ
ッドフォン２を耳から離す方向に広げたときに、耳を押圧する側の力Ｆを発生させる。す
なわち、アームＢ７３５は、一対の耳収容部７１０Ａ、７１０Ｂが互いに離れる方向に移
動されたとき、一対の耳収容部７１０Ａ、７１０Ｂが互いに向き合う方向に力Ｆを発生さ
せる。アームＢ７３５は、例えば弾性部材を用いて形成される。
【０１２１】
　第３実施形態における耳収容部７１０は、第１実施形態における耳収容部１０と比較し
て、その形状が異なる。以下では、第３実施形態における耳収容部７１０について主に説
明するが、耳収容部７１０Ａと７１０Ｂとは面対称な構成を有するため、耳収容部７１０
Ａを例に挙げて説明する。
【０１２２】
　耳収容部７１０Ａの枠７１２Ａは、頂点Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、Ｐ１４、Ｐ１５、Ｐ
１６を有する枠状の部材から構成される。これらの頂点を結ぶ部材を含む枠７１２Ａは、
ヘッドフォン２が装着される頭蓋骨または頭部形状に沿った形状を有する。
【０１２３】
　例えば、枠７１２Ａは、六角形であり、各頂点のうち少なくとも２つの頂点は一の平面
上にはない。これにより、枠７１２Ａは、耳周辺の凸凹した形状に沿うことができる。例
えば、頂点Ｐ１１は、ヘッドフォン２装着時の耳上部に位置し、頂点Ｐ１２は、装着時の
耳前方上部に位置し、頂点Ｐ１３は、装着時の耳前方下部に位置し、頂点Ｐ１４は、装着
時の耳下部に位置し、頂点Ｐ１５は、装着時の耳後方下部に位置し、頂点Ｐ１６は、装着
時の耳後方上部に位置する。
【０１２４】
　また、枠７１２Ａの各頂点について、図２１に示すヘッドフォン２の正面図や図２２に
示す耳収容部７１０Ａの正面図では、頂点Ｐ１１は、アーム方向に位置し、頂点Ｐ１４は
、アームとは逆方向に位置する。頂点Ｐ１２及びＰ１３は、頂点Ｐ１１とＰ１４の基準線
よりヘッドフォン２の前方（前頭部方向）に位置し、頂点Ｐ１５及びＰ１６は、この基準
線よりヘッドフォン２の後方（後頭部方向）に位置する。
【０１２５】
　また、頂点Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１４により形成される同一平面に対して、頂点Ｐ１３は
、頬骨の凸状に応じて、この同一平面より上方（ハウジング７００Ａに近づく方向を上方
とする）に位置し、頂点Ｐ１５及びＰ１６は、耳裏の凹みに応じて、同一平面上より下方
（ハウジング７００Ａから離れる方向を下方とする）に位置する。また、頂点Ｐ１５は、
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頂点Ｐ１６よりも、同一平面より離れる方向に位置する。
【０１２６】
　また、上述したように、枠７１２Ａの正面視における構造は、六角形であり（図２２参
照）、Ｄ１方向に位置する頂点Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、及びＰ１４を結ぶ各線分より、
Ｄ２方向に位置する頂点Ｐ１１、Ｐ１６、Ｐ１５、及びＰ１４を結ぶ各線分の方が長い。
つまり、頂点Ｐ１１と頂点Ｐ１４との線分で六角形を分割したときに、四角形Ｐ１１、Ｐ
１２、Ｐ１３、Ｐ１４の面積は、四角形Ｐ１１、Ｐ１４、Ｐ１５、Ｐ１６の面積よりも小
さい。なお、図２２及び図２４に示す矢印Ｄ１は、前頭部方向であり、矢印Ｄ２は、後頭
部方向である。
【０１２７】
　また、耳収容部７１０Ａは、接続部７１４Ａを有し、接続部７１４Ａは、ハウジング７
００Ａに取り付けられる取付部７１６Ａを有する。取付部７１６Ａは、図２２に示す例で
はリング形状を有するがこの限りではない。また、取付部７１６Ａには、爪部Ｔ１、Ｔ２
、Ｔ３を有し、この爪部Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３をハウジング７００Ａの凹み部（不図示）に嵌
め込み、回転させることでハウジング７００Ａに取り付ける。
【０１２８】
　なお、爪部Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３は、リング形状の均等な位置（例えば１２０度間隔ずつ）
には設けられず、ランダムな位置に設けられる。これにより、耳収容部７１０Ａの適切な
取付位置が一意に判別可能になる。
【０１２９】
　また、爪部Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３は、ハウジング７００Ａに嵌め込まれ、方向Ｒ１の方向に
回転（ハウジング７００Ａ側から見て右回転、取り付ける側から見て左回転）して取り付
けられる。また、右耳の耳収容部７１０Ｂの場合は、ハウジング７００Ｂから見ると左回
り、取り付け側から見ると右回りに回転して取り付けられる。これは、発明者らの実験に
より、通常のヘッドフォンを装着したユーザが運動をした場合、ヘッドフォン（たとえば
アーム部分）は前頭部方向Ｄ１にずれることが多いことが分かっている。よって、ヘッド
フォンのアームが前頭部方向Ｄ１にずれると、耳収容部７１０Ａがハウジング７００Ａに
対して、より締まる方向に回転することで、耳収容部７１０Ａがハウジング７００Ａから
脱着されることを防ぐことができる。
【０１３０】
　接続部７１４Ａは、枠７１２Ａと取付部７１６Ａとを三角形のリブ構造により接続する
。これにより、ヘッドフォン２を装着した際に、耳周辺の通気性を有しつつ、強度を保つ
ことができる。枠７１２Ａと取付部７１６Ａとの間にある頂点Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３に
ついて、例えば、取付部７１６Ａにおいてハウジング７００Ａから離れる方向において、
頂点Ｐ２１及びＰ２３は、頂点Ｐ２２よりも取付部７１６Ａに近い位置に設けられる。な
お、上述した各頂点Ｐ１１～Ｐ１６は、頂点Ｐ２１～２３よりもさらに、ハウジング７０
０Ａから離れる方向の位置に設けられる。
【０１３１】
　また、取付部７１６Ａは、各頂点Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３により形成される三角形の内
側に位置する。各頂点Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３は、六角形の枠７１２Ａの内側に位置する
。各線分の長さの関係は、Ｐ２３－Ｐ２２の線分＞Ｐ２２－Ｐ２１の線分≒Ｐ２１－Ｐ２
３の線分である。
【０１３２】
　また、各頂点Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３から、取付部７１６Ａへのリブについては、取付
部７１６Ａの中央に向かうようにリブが形成される。ここで、取付部７１６Ａの面積＜三
角形Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３の面積＜枠７１２Ａの面積の関係が成り立つ。また、図２２
に示す正面視において、頂点Ｐ２１は、頂点Ｐ１２に一番近い位置に設けられ、頂点Ｐ２
２は、頂点Ｐ１４に一番近い位置に設けられ、頂点Ｐ２３は、頂点Ｐ１６に一番近い位置
に設けられる。
【０１３３】
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　また、ヘッドフォン２の装着時に、耳収容部７１０Ａが位置ずれしにくくするため、頂
点Ｐ１１、Ｐ２１、及びＰ２３を結ぶ三角形のリブ構造を耳に引っ掛けることができる（
図２４参照）。これにより、ヘッドフォン２を安定して装着することができる。なお、こ
れらの頂点Ｐ１１、Ｐ２１及びＰ２３から形成される三角形は、隣接する三角形より大き
い。このため、耳がこの三角形の隙間を貫通しやすくなっている。
【０１３４】
　図２３に示す右側面図では、頂点Ｐ２３とＰ２２を結ぶリブ、及び頂点Ｐ２２とＰ２１
（図２３に示すＰ２３の裏側に位置する頂点）を結ぶリブ、及び頂点Ｐ１１とＰ１５とを
結ぶリブは、略平行である。これは、ヘッドフォン２の装着時に、耳の裏側から見た際の
耳の形状に沿うようにするためである。上記構成により、耳収容部７１０Ａは、より耳に
近づくことができる。なお、上述したとおり、頂点Ｐ２１、Ｐ２３は、頂点Ｐ２２よりも
、取付部７１６側の位置に設けられる。
【０１３５】
　図２４は、耳収容部と耳との関係を示す図である。図２４に示すように、耳収容部７１
０Ａは、耳Ｅ１０により近づいた状態で装着される。図２４に示す例では、スピーカから
出力される指向性を有する音が、外耳道Ｇ１０の奥に直接入り込むように、取付部７１６
Ａの中央部分にスピーカが設けられる。これにより、音漏れを極力防ぐことができるよう
になる。
【０１３６】
　図２４に示す例では、上述したように、頂点Ｐ１１、Ｐ２１、Ｐ２３を結ぶ三角形をな
すリブが、耳Ｅ１０に引っ掛かっていることを示す。第３実施形態における耳収容部７０
１Ａでは、枠７１２Ａが耳周辺部を均等に押圧する以外にも、装着時の耳収容部７１０Ａ
が位置ずれしないような構造を有する。
【０１３７】
　また、頂点Ｐ２２、Ｐ２３、及び取付部７１６Ａとの間にある隙間に、耳の周縁部が挟
まるように、リブ構造が構成されてもよい。これにより、さらに耳収容部７１０Ａの位置
ずれをさらに防止することができる。
【０１３８】
　また、耳収容部７１０Ａは、ユーザに装着される際、頂点Ｐ１４が頂点Ｐ１１よりも、
よりＦ方向に傾くようにして装着される。この傾きを考慮して、スピーカから出力される
音が外耳道Ｇ１０の奥に届くように、スピーカの位置が調整されてもよい。
【０１３９】
　以上、第３実施形態によれば、第１実施形態に記載した効果を有しつつ、さらに、耳収
容部の枠が頭蓋骨又は頭部形状に沿うことで、耳収容部のフィット感を向上させることが
できる。また、スピーカがより耳に近づくような耳収容部の構造にすることで、音漏れを
極力防ぐことができるようになる。
【０１４０】
　［変形例］
　以上、本願の開示する技術の複数の実施形態について説明したが、本願の開示する技術
は、上記に限定されるものではない。例えば、楽曲を配信する配信装置がイベント会場に
設けられ、この配信装置が、各情報処理装置２を介して各ヘッドフォン１に楽曲の音信号
を配信してもよい。また、親の情報処理装置２が、他の情報処理装置２に対し、無線ネッ
トワークを用いて音信号を配信し、音信号を受信した各情報処理装置２が、ペアリングさ
れたヘッドフォン１に音信号を送信するようにしてもよい。
【０１４１】
　いずれの場合でも、会場内に１つの楽曲を提供することができる。また、有料の場合で
も、配信装置や親の情報処理装置２がイベントＩＤを音信号に埋め込んで配信することで
、チケット購入に伴ってイベントＩＤを取得したヘッドフォン１が、音信号を再生できる
ようにすることができる。
【０１４２】
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　また、本発明の情報処理装置２のプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の光学ディスク、磁気
ディスク、半導体メモリなどの各種の記録媒体を通じて、又は通信ネットワークなどを介
してダウンロードすることにより、コンピュータにインストール又はロードすることがで
きる。
【０１４３】
　また、本明細書等において、「部」とは、単に物理的構成を意味するものではなく、そ
の構成が有する機能をソフトウェアによって実現する場合も含む。また、１つの構成が有
する機能が２つ以上の物理的構成により実現されても、２つ以上の構成の機能が１つの物
理的構成により実現されてもよい。また、「システム」とは、情報処理装置等から構成さ
れる、特定の機能をユーザに提供するためのシステムを含む。例えば、サーバ装置、クラ
ウドコンピューティング形態のもの、ＡＳＰ（Application Service Provider）、クライ
アントサーバモデルのもの、などにより構成されるが、これに限られるものではない。
【符号の説明】
【０１４４】
１、２　ヘッドフォン
２　情報処理装置
３　サーバ
１０、７１０　耳収容部
２０、７００　ハウジング
３０７３０、７３５　アーム
５０　スピーカーユニット
１００　処理部
１０６Ａ、Ｂ　発光部
１０４　第１通信部
１１２　第２通信部
３０２　第１取得部
３０４　第１ペアリング部
３０６　イベント制御部
３０８　発光制御部
３１０　出力制御部
５０２　第２取得部
５０４　第２ペアリング部
５０６　イベント管理部
５０８　発光管理部
５１０　出力管理部
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